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2． 遷 移金属 カ ル コ ゲ ナ イ トの 光物性 と電気伝導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　泉　 　　充

　遷移金属 カ ル コ ゲナ イ ド化合物は層状乃至凝
一

次元 chain 構造 を形成 し低 次元系に 特有な物

性を示す と言わ れ る 。 我 々 は 半導体で あ る 2H − MoSe2 に つ い て 結晶作成 を行い 1 次及び 2 次

ラ マ ン 散乱 ， 遠赤外反射 を測定 し初 め て rigid −layer−mode を含む光学活性な全て の フ ォ ノ ン を

観測 した 。 更 に格子力学に よ り層内及び 層問 の 結合力 を求め た 。 2 次ラ マ ン ス ペ ク トル に お い

て は 2 次元性が顕著に現わ れ て い る事 を見出 した 。 ま た A ，B ， A ，

， B ’

励起子 準位 ， 直接遷移

に共 鳴 した ラ マ ン散乱を も測定 した 。 高温 で 、　Peierls転移 を起 こ す と い わ れ る Nb　S3 に つ い

て は電 気伝導 ， ラ マ ン散乱 、 遠赤外反射 の 測 定を行 い ， 常温 で は Davydov 分裂 を見つ け ，ま

た 200− 135K に抵抗 の 異常 を初め て 観測 した 。 こ の 温度領域で は ラ マ ン ス ペ ク トル に お い て

も異常が観測 され，こ れ ら の 現 象は 強 く関連 しあ っ て い る の で は な い か と考 え られ ，な お詳細

な実験が必 要で ある 。

3． 五 塩化 ニ オ ブの
93Nb

核 と
35C1

核 の 核 四 重 極緩和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松　浦　　　元

　五 塩化 ニ オ ブ （Nb　Cl5） の 固体分子 は Nb 原子 を中心 に持 つ 2 っ の octahedra が 2 っ の C1

原子 を共有す る 形で 結合し た N 〕
2Cllo

の dimer 構 造 を持 っ て い る 。 こ の 実験 で は
93Nb

核の 核

四重 極共鳴 （NQR ）線 4 本と
35Cl

核 の 共鳴線 5 本 （7MIIz帯 4 本と 13MIIz帯 1本 ） に っ い

て パ ル ス 法 NQR 分光器 を使 い
、 4．2K か ら 273K にわ た っ て ス ピ ン 格子 緩和時間 Tl を測 定

し、 Tl の 温 度 依存性 を調 べ た
。

35Cl
核 に お い て は 7MHz 帯の 4 本の 共鳴線 と 13MHz 帯 の

共鳴線の T
、

は ほ ぼ等 し く］そ の 温度 依存性 は 1／Tl α・ T2（a − b／T2 ）で 表わ せ る こ とが わか っ

　 　 93
た 。　 M 核 に つ い て は 4 本の 共鳴線そ れ ぞれ に 多少 の 差は あ る が Tl の 温度 依存性は YTI　cc

T2（・
− b／T2 ）で 表わ せ る こ とがわ カ・ っ た ． こ の 結果 ，

　 K ・anend 。nk の イ オ 瀦 晶に 基づ く理

論で説 明で ざ 　NbCl5の 緩和は 主に 格子 フ ォ ノ ン の 二 次 の ラマ ン 過程 で 支配 され ，分子 振動の

影響は 少な い こ とが わ か っ た 。 測 定で は市販 の 粉 末試 料 （純度 99 ％以上 ）を使 っ た が 20K 以

下で は 試料に よ る Tl に 差が観測 され ，不純物 効果 の 影響が推論 され た 。
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